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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 

ビタミン D 不足が腎機能障害に関連することが報告されているが、アジア人において、

1,25(OH)2D の不足が将来の慢性腎臓病(CKD)の発生に影響するか否かに関する知見は乏

しい。本論文では、久山町研究データを用い、この関連を検討している。 

 

 申請者は、2002年から2003年の間に久山町研究に登録され、適格条件（同意有り、血液検体

有り、1,25(OH)2D測定が可能な検体有り、eGFR60ml/分/1.73m2以上）を満たす2,819名の一般住

民の集団に対し、2002-2003の血清中1,25(OH)2Dを測定した。1,25(OH)2Dの値を4分位と、2007

年調査時点での1) CKD (Stage 3-5)の発生、2) eGFR値の関連を、ロジスティック回帰分析、重

回帰分析により、検討した。要因と従属変数との関連は、性、年齢、収縮期血圧、抗高血圧薬、

HbA1c, 総コレステロール、HDLコレステロール、蛋白尿の有無、BMI、喫煙、飲酒、運動習慣、

eGFRの影響を補正して評価を行った。その結果、血清1,25(OH)2Dの値は、その後のCKDの発生、

eGFR値との間に統計学的に有意な負の相関を認めた。これらより、ビタミンDがCKDに対して

予防的な効果を示す可能性を、メカニズムなどの知見を交えて考察を行った。また、ビタミン

Dの予防的な投与の効果に関しては、無作為割付試験を含めた前向き研究での検証の重要性を

示唆した。 

 

 以上の成績はCiruculation Journal誌に掲載され、この方面の研究として意義有る成果であると

考えられる。本論文についての試験において、研究目的、方法、研究結果についての説明を求

めた。さらに、各調査委員より専門的な観点から各種質問を行い、概ね満足すべき回答を得た。 

 以上より、調査委員合議の結果、試験は合格であると判断した。 

 


